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計量書誌的手法を 用いた途上，評価 
一 原チ 力 研究機関 ょど較 

0 柳澤和章 ( 日本原子力研究開発機構 ) 

口上 はじめに は 鮎茎 0 面 ct.l0 冊 

子カ研究 肺 @ 下。 原 研の研究成果が。 外国の類似研究機関と 比べて遜色あ るのか 

能 なのであ ろうか。 筆者は。 厳密という条件付ではなかなか 簡単では 

時点までに各々の 研究所に投資された 財 、 人柄等が異なるのは 勿論の 

にみて 国 毎に原子力研究に 対する政策ミッションが ， 様でなかった 等の背景が考えられるからであ る。 

そうはいっても、 原研 はわが国で唯 - の 原子力に関する 総合的研究機 であ るという立場をとる 限 れり 

できる相手がいないという 状況であ るから、 比 手は国外に戒めるしかなり。 個々の 研 

はあ るにしても。 ぃ りで見た場合、 

米国のオークリッジ 国立研究所 ( ) とは研究論文教 で 比較した場合、 どの程度の違いがあ るのかま 

いのかといった 点に絞って、 計量書誌的手法 ( 膝 me も㎡ c ㎎ thod) により何らかの 単純 眈 

できないものであ ろうかと考えた。 この比較は平澤 東 区分法，に従えば 機関 許 

㈹ nStitUtional EValUatiio 卸であ り。 評 Ⅹ㌘ OStA Ⅱ 酊 Ⅴ SjS@ であ ろう。 

と 国外原子力先進国に 存在する類似原子力 d て O 軒 elg 爵軽 む c@e 黛虹 rese ゐす c 
面目れ盤 es) との機関 評 方法で試行した 結果であ る。 

2.  評価方法 縄 va@ 冊 t@on 

2. j 

原研 以外に以下のような 類似原子力研究機 @ 下 " 類似他者とも 言う @ を選出した。 

@) ArWnne Natlonal L 曲 oratory (ANL 。 米国 ) 

す o 曲 haven nat Ⅰ㎝ al Laboratory (BNL 、 米国 @ 

祖 a れ O Natio 軸 a 丁 鮪 neeni ぬ g  ( 王 N ℡。 米団 

i 姦弩 e N ぬ i て 0 コぬ @ も已も 0 五組も 0 てト 7 ( 

                                        しめ ㎝ a お Ⅳ @SNL 。 米国 @ 

  
こ 発生した機関統合により esearch  E 換 s 仮 古拙㎏， JA 靱 

究 開発機構い 卍皿 Ato 簸面 になった。 筆者が途 ヒ 

としたのは 駒 者であ り。 本文中でほ 
， 平 z@ 睾 @i@@ 谷                                                                               平成弱年陰文 鰯 科学総研究開発 評 

  



つ ム <2 り 評価に使った 論文データベース 

最近の論文 ヂ一 タベースは多くが 電子ファイル 化され、 C や WebsiLe から アタセス が可能であ る。 

筆者が使える 最も簡便な論文データベースは 何かを捜した 結果、 国際原子 情報システム 

( ID ㎏㎝ at.i0 Ⅱ。 aI NuC 旛 柱 r 工れで 0 「 皿 ahlo 穏 S Ⅴ， S 膝 、 以下㏍ 囹， を許 用のツールとして 見出した。 また、 今 

回の機関評価では、 似 他者として米国の 研究機関が多いことを 鑑み、 参考ツールとして、 米国エネル 

ギ 一省 (Depa で も田 e 抑 t0fEneFgy,   科学技術情報部 ( fl%ceof Sc@enL Ⅰ fle a 正ユ 7eC 五 %lCal l コ f0 石田 atlon, 

  が 主管するエネルギー 引用データベース (Energy こ tatioD ぬ t.ahasf 。 以下 EC 翻 4 も使用した。 

年 までの論文データを 保有している。 そこで参考評価最長期 

から 翔 ㎝ 年 までの的年をとった。 RCD 結果と㎝ 1S による計量書誌的評価結果を 直接比較できるように 

するため、 ㈹ 78 年から 花 ㈱ 年 までの花午を 直接地 対象期間とした。 また、 研究活動の活性度合いを 

比較する場合。 篆 年は長すぎることもあ るので 5 年毎の論文 ヂ 一夕を以下のように 区切って 

も 試みた。                 ㈹ 78 一 1982  。 past(15@1983 一 1987  、                 1988- ㈹ ジ 、 past ㈱ 工 

本 報で設定した 直接対象期間の 為年間には、 ㈹ 78 年の第 こ次 オイルショッ タ、 ㈹ 79 年の℡ 王 -2 原子 

炉 事故 ( 冷却 材 喪失型 事勘 、 て 986 年のチェルノブイル 原発事故 @ 感度投入型 事酎 、   目 年の美浜 2 時 

己管 破断 ( 緊急時炉心冷却 材 ㏄は作動 事酎 、 ㈹ 鍵年の ㏄ 臨界事故といった 原子力研究に 携わる者と 

しては忘れる 事のできない 多くの出来事が 発生している。 

際 原子力機関 (Inte ㎝ at え On ㎡ Ato 鰍え c  翼ぬ e ぎ gy 

    - 般であ る。 言語は英語で 工 970 年から収録 
であ る。 田 OR 年では世界工 13 ケ国と ㈹国際機 

、 国内的に見れば 秘文誌を非常 @= 良くフォロ ーし 
なむち同本原子力研究開発機構 ( 収録 雑 
( 同医学関係 377) が協力し 、 延べ 842  雑誌 

建 やその先行機関であ る米国原子力委員会 
ぼ れ c  E Ⅱ e 旺 g Ⅰ     Resea Ⅱ c 肚騒 DeVe@o 釜 Ⅲ e 且宙 

達した科学技術 清報 @Scien も if@c  and 
㏄ と 称す ヂ一 タベースであ る。 私たち 

                                ら利 隅できる公開 ECD は 。 期間的には㈹ 晩年から現在までの 辮 年間であ り。 第 _- 次世界大戦終了直 
後からの原子力等の 関連論文を収めた 膨大な ヂ一 タベースであ る事が知られている。 ㎝㈹のデータ 収集開始年度は 

ECD より れ年 遅い。 
D が取り扱う研究分野についても 知っておく必要があ る。 D 統制下で以 ト のような研究分野から 討 墨書誌 
己録 が作成されている 一化学、 物理、 材料，環境科学、 地学。 学 。 数学。 気象学、 海洋学。 計算科学及び 関 

S のように原ア 力 関連論文のみを 収集して 
がなきれており。 内容 は 多岐に 亘     ) る 。 玉 C むに ぢ @ 用 

。 学位論文及び 特許であ る。 なお。 1 は最 遊まで特許清華 

情報について 収集を止めている。 
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F 貢ぎ． て A Ⅲ 理経描   le む で Oreig ね肝 eS8% ア ch @ 皿 sii む ℡ ies 軽 r@ 通 9 も れ e 辞 e 肝 iGd 

en cl て C@es s ぬ 0 Ⅳ もれ e s 軋 oc 汝 papC 五 s ぬはァ @ 皿 9 25 Ⅴ ea で s ㊨ t. e 描 C   む rs s ㈹ el く e 包目 好 ㎞ 悪妃 ver Ⅴ 5 ye ぬ rs 蛆 e ゐ ch @s い地 te 。 Da ぬ 

  キ し 線 ダラフで、 また S 年毎の論文総数は 棒グラフで 磯 

毎に示す。 これは、 ㏍ 1S をテータベースとして 類似他者名で 検索した結果であ り、 類似 者の中には様々 

な 研究分野が混作していることを の 枠内での研究所 文致比較として 見る事がで き 

る       年間の研究論文総数から 判断するとオークリッジ 国立研究   が チャンピオンであ る。 す 

なわち。 オーダ j- 、 ソ ) サン ヂィア @@) カールスルーエ 

ゴンヌ @ 米 @ ノ ユーリッヒ @ ラッシュ < 封ぴ コ @ となる。 原 は 2 位であ った。 

@ からの resent に㈲かって 5 年毎に論文教 

が 右肩上がりの 増加 7 田 引こあ る。 このように 状 。 況 ㌃ 

をしようとした 場合。 田村 佗 ㈲に着目した 機 と辞 res ㎝杜にのみ着目した 機 

      導き出される 結論が逆になることもあ る。                                                               

であ るが、 ぴ ese 抗論文比較では 逆に ℡ ぐ鰻鯉 という結論が 導かれる。 ここから得られる 教認は、 そ 

由を付帯して 5 年間比較は実施されるべきであ る事、 できる限り全体を 鳥 轍 した後の途 珪乎 

としては健全農が 高いという事であ る。 

よる類似研究機 午 という長い歴史を 持つ ヱ ネルギ一関連テータベースであ れ リ ㈹から得られる 

㏍㈹から得られる         論文は数が違 う かもしれない。 ㏄ について、 原 研及び 8 類似原子力研究機関が 

篆 年間に刊行した 論文の総数を に 示す。 図中、 25 年 の 研究論文総数は 折れ線グラ 

フ で、 また 5 年毎の研究論文総数 は 棒グラフで分けてプロットしている。 この図からまず 分かるのは、 

  



は 米国類似原子力研究機関の 文 収集 は 十分であ るが。 米国以外の日本、 独及び仏に対しては 収集論 

文 数が少なすぎる 点であ る。 

まず。 為 年間の研究論文総数から 見ると ℡がチャンピオンであ る @34, 工 49 論 刀 。 すな む ち。 論文 

数の多い順番から " ( 米 @ ノ SNL( 米 @ ノ ANL@ 米 @ 

の 研究論文数については。 

力 もら 5 年毎に 土 薄刃 

  からほぼ一定だった 論文教 が 。 囲 ㎡は㈱から減少に 転じる。 5 年毎に ヂ一タが 大きく変動す 

る場合、 どの類似 原ヂ力 研究機関がチャンピオンという 議論は " なぜその期間を 比較対象に取り ヒげた 

三 V8@U ど @0 口 @OOl 卜 lone 

  

RfeSe 幣 めね dFo@elg 円 @ns 賊 M ね S 
  

ぎ lR 。 2A Ⅰ @ のれ 卸 e 「． s                       は 乙由 g 曲 e 卸 e 「 膝 

Open@circle@ shows@ stocke 斡は 98 ざ S 「 i 目 「ヱ皿 呂 25 Ⅴ ea 捧旦屯 む 器 C れ @ ・ 嚢 cs" % I ・ ， と 卸 i O ぬ 皿 G 『 C O @ 『。 

軸 m@ig ever Ⅴ h Ⅴ ea す s 蕊 e ㏄ h l 照もれⅡ㎏． Da も 蕊 ase used                 

荏 糸 小い 七三手 n 口 

原 研及び 8 つの類似原子力研究機関を 対象に、 研究論文数による 計量自認約手法を 用い、 

実施した。 為 年間 い 978-200 鋤の総論文教で 見ると、                     主管 ) 及び参考に用いた ECD@ 

勧 ともチヤンピオンの 座を得たのは 米国オータリッジ 国立研究所 ( ) であ る。 ㏍㈹でも 

であ る。 5 年毎の論文数を 使って 機 さ する場合、 対象とする類似研究機 0 組み合わせ次第 

で、 結論が入れ替わる 吋能注 があ る事を見幽した。 計量書誌的 は 、 この様な事が 

発生する可能性のあ る事を 己慮 すべきであ る。 

一 1095 一 


